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■平成15年度「全国自作視聴
覚教材コンクール」に122作
品が応募
（財）日本視聴覚教育協会主催
による標記コンクールの参加作
品数は122作品にのぼった。内
訳は以下の通り。
小学校部門（幼稚園を含む）

52作品
中学校部門 10作品
高等学校部門 4作品
社会教育部門 31作品
郷土学習教材部門 25作品
参加種別＝ビデオ78作品、ス
ライド7作品、ＴＰ1作品、CD-
ROM24作品、紙しばい（絵巻
含）9作品、セット教材（CD-
ROM、紙しばい、原画、立体パ
ネルシアター等）3作品　　　　

■映文連「短編映像メディアに

見る現代日本」上映会開催
（社）映像文化製作者連盟では
創立50周年を記念して、標記
上映会を開催する。
〈プログラム〉
中国大陸からの報告―戦時下の
文化・記録映画1／教育映画で
学校を変える―社会科教材映画
大系／名作　教育・記録映画の
人間像／日本文化の再発見―文
化・記録分野の近作から／他
14作品
〈開催期間〉
平成15年9月16日（火）～28日（日）
〈会場〉
東京国立近代美術館フィルムセ
ンター　小ホール（150席）
東京都中央区京橋3-7-6
〈時間〉
１日3回上映。（平日）12：30、
15：30、18：30（土・日・祝
日）10：30、13：30、16：30
〈料金〉
一般500円、高・大学生及びシ

ニア300円、小・中学生100円
〈問い合わせ先〉
（社）映像文化製作者連盟　
〒105-0001 東京都港区虎ノ
門1-17-1 視聴覚ビル　
TEL 03-3501-0236
http://www.eibunren.or.jp
■映文連「映像製作ワークショ
ップ」開催
（社）映像文化製作者連盟主催
による標記ワークショップが、
東京と大阪にて開催される。
〈開催場所ならびに日時〉
○東京会場：平成15年9月10日
（水）13：30～16：30 富士写
真フイルム東京本社ホール（東
京都港区西麻布2-26-36）
○大阪会場：平成15年9月12日
（金）14：00～17：00 大阪朝
日生命ホール（大阪市中央区高
麗橋4-2-16）
〈プログラム〉
○ワークショップ「映画監督ピ
ーター－リム　デ・クローン氏
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と語る」：デ・クローン氏を招
聘し、過去の映像祭受賞作品か
らテーマや予算の面でバラェテ
ィーに富んだ4作品を厳選し、
製作にあたり個々の作品のすば
らしいアイデアはどのようにし
て生まれたのかを語ってもらう。
○「上映会」：上記ワークショ
ップで取り上げた4作品の上映
会を行う。／「オランダ　この
国のみどころ」他3作品
〈参加費〉
○ワークショップのみ：映文連
会員5千円、非会員7千円、学
生3千円
○ワークショップ・上映会共通
割引：映文連会員6千円、非会
員8千円
〈申し込み・問い合わせ先〉
前項参照。
■「国立オリンピック記念青少
年総合センター研究紀要第4
号」投稿原稿募集
国立オリンピック記念青少年
総合センターでは、青少年教育
の振興に資するため、広く青少
年教育関係者から青少年教育
に関する理論や実践的な調査
研究の成果を募り、その発表の
場とすることを目的に、標記の
投稿原稿を下記の要領にて募集
する。
〈テーマ〉
「青少年教育」に関するもの。
特に、近年青少年教育において
その重要性が指摘されている
「青少年の体験活動（ボランテ
ィア活動、自然体験活動等）」
に関する原稿を歓迎する。
〈投稿原稿の種類〉
「青少年教育」に関する報告
（調査報告、実践報告、事例紹
介など）、論文（研究ノートを
含む）、資料（青少年教育に関
する各種データ、情報など）。
〈投稿資格〉
青少年教育施設・団体関係者、

社会教育関係者、学校教育関係
者、青少年教育に関心のある者
で当センター理事長が認める者。
〈投稿の事前連絡〉
投稿を希望する方は、事前に
「投稿原稿連絡票」（ホームペー
ジ等により入手）に必要事項を
記入し、平成15年10月15日
（水）までに下記の問い合わせ先
まで送付のこと。
〈原稿提出期限〉
平成15年11月15日（土）
〈掲載の採否〉
投稿原稿は、国立オリンピック
記念青少年総合センター研究紀
要委員会による査読を行い、そ
の採否を決定する。
〈原稿の提出方法〉
原稿は、Ａ4用紙に印刷した原
稿と電子ファイル（ＦＤ）の両
方を郵送または持参のこと。
〈発行予定〉
平成16年3月
〈問い合わせ先〉
独立行政法人国立オリンピック
記念青少年総合センター事業部
事業課調査研究係　
〒151-0052 東京都渋谷区
代々木神園町3-1
TEL 03-3467-7201 
E-mail:kiyo@nyc.go.jp
http://www.nyc.go.jp/raise/cl.html

■第29回全日本教育工学研究
協議会全国大会／第17回コン
ピュータ教育研究協議会全国大
会／第9回全日本情報教育研究
協議会全国大会―沖縄大会
（2003年大会）―
日本教育工学会では、「―未

来教育への挑戦 in 沖縄―ＩＴ
で広げよう心のネットワーク、
育てよう未来からの留学生」を
大会主題に、標記全国大会を沖
縄県において開催する。
〈期日〉

平成15年10月31日（金）～11月1
日（土）
〈会場〉
公開授業：全14校／全体会場：
那覇市民会館／懇親会：沖縄ハ
ーバービューホテル／研究発表
分科会：沖縄尚学高等学校
〈日程〉
［第１日目］9:00受付／9：30公
開授業／12：00昼食／14：00
全大会（シンポジウム、特別講
演）／18：30～20：30懇親会
［第2日目］9：00受付／9：30
研究発表分科会／12：00昼
食／14：00～16：30研究発表
分科会
〈内容〉
○シンポジウム：「ＩＴ教室の
未来」コーディネータ／米盛徳
市氏（琉球大学教授）、パネリ
スト／永野和男氏（聖心女子大
学教授）、山西潤一氏（富山大
学教授）他
○公開授業：幼稚園2、小学校
6、中学校2、高等学校4
○研究発表分科会：情報教育の
実践と評価／教科指導における
ＩＴ活用／カリキュラム開発・
教材開発／学校インターネット、
次世代ＩＴ活用教育／など、
12分科会からなる。
〈問い合わせ先〉
琉球大学教育学部附属教育実
践総合センター　米盛研究室内
全日本教育工学研究協議会沖縄
大会実行委員会事務局
〒903-0213 沖縄県中頭郡西
原町字千原1番地
E-Mai l :yonemor i@edu.u-
ryukyu.ac.jp
TEL 098-895-8442
FAX 098-895-8447 
■第17回全国文化・学習情報
提供機関ネットワーク協議会全
国大会「ネットワークフォーラ
ムin東京」開催
全国文化・学習情報提供機
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関ネットワーク協議会主催に
よる標記大会が、「生涯学習の
明日を拓く人と情報のネットワ
ーク」を大会テーマに開催され
る。
〈期日〉
平成15年10月16日（木）～17日
（金）
〈会場〉
独立行政法人国立オリンピック
記念青少年総合センター（東京
都渋谷区代々木神園町3-1）
〈プログラム〉
［第１日目］
○特別講演：「市民・NPOと
行政によるまちづくり～パブリ
ックサービスの新しい潮流
～」／北川正恭（早稲田大学大
学院公共経営研究科教授）
○パネルディスカッション：
「時代に即した情報提供・学習
相談とは～学習サポートの工夫
と実践～」／今西幸蔵（京都学
園大学教授）他
○情報交換会
［第2日目］
○事例研究：「元気になる生涯
学習施設～生涯学習施設・社会
教育施設が地域学習の中核に～」
を主題として「施設と地域住民
の連携～ＩＴサロン、地域映像
～」「指導者ボランティアと映
像ライブラリーの構築～講座の
工夫と背景～」他の発表あり。
○ワークショップ：「フリーウ
ェアを活用したマルチメディア
教材の作成」～共同利用できる
学習コンテンツ、共通テーマ実
現のために～
〈申し込み・問い合わせ先〉
全国文化・学習情報提供機関ネ
ットワーク協議会実行委員会事
務局　
〒102-0075 東京都千代田区三
番町6-14 日本生命三番町ビル
（財）高度映像情報センター内　
TEL 03-3288-1921 

FAX 03-3239-5759
■「学校ＩＴ推進セミナー」開催
「授業が変わる！普通教室の
ＩＴ革命」と題し、現代教育新
聞社主催による標記セミナーが
神戸、静岡にて開催される。
〈開催場所ならびに日時〉
○神戸会場：平成15年9月13日
（土）14：00～16：20 兵庫県
学校厚生会館南会議室（神戸市
中央区北長狭通4-7-34）
○静岡会場：平成15年10月4日
（土）14：00～16：20 静岡県
教育会館5Ｆ第1会議室（静岡
市駿府町1-12）
〈プログラム〉
○実践例紹介1：「ペンタブレ
ットを使って授業技術を高め
る」／三橋秋彦氏（東京都墨田
区立墨田中学校教諭他
○実践例紹介2：「教育ソフト
ウェアの授業活用法」他
〈参加申し込みおよび参加費〉
現代教育新聞社ホームページよ
り申し込む。参加費無料。
http://www.gendai-edu.com
〈問い合わせ先〉
現代教育新聞社企画部　
TEL 03-5645-5311
■ＮＩＭＥ「公開研究会」開催
メディア教育開発センターの
国際遠隔教育研究グループは、
神田外語大学異文化コミュニケ
ーション研究所が主催する夏季
セミナーの一環として、多文化
関係学会共催の下に恒例のＳＣ
Ｓ（衛星通信による映像交換を
中心とした大学間ネットワー
ク）を利用した公開研究会を開
催する。
〈テーマ〉
「異文化間の遠隔教育交流にお
けるＴＶ会議システム活用に関
わる諸課題」
〈概要〉
当研究会では、同期型手法によ
る国際遠隔教育実験授業、協調

学習、ネットワーク技術システ
ム開発に関する研究に携わって
きた専門家をパネリストに招き、
その貴重な経験、知見に基づき
ＴＶ会議システムの教育利用に
関し、①運営・コーディネータ
ーとして、②異文化コミュニケ
ーション論、③実践教育、及び
④技術支援の観点から意見交換
を行う。また、今後の国際学習
コミュニティー形成に資するＴ
Ｖ会議システムの利点、有効性、
今後取り組むべき諸課題につい
て討論を行う。
〈日時〉
平成15年9月13日（土）
13：30～16：00
〈会場〉
ブリティッシュ・ヒルズ（福島
県新白川）
〈参加費〉
無料。参加登録の必要なし。但
し、ＳＣＳサイトからの参加に
ついては、所定の手続きが必要。
〈問い合わせ先〉
TEL 043-298-3422
FAX 043-298-3224

■「（財）学習ソフトウェア情
報研究センター」は、8月8日
付にて、事務所を移転した。
（新住所）〒160-0012東京都新
宿区南元町23番地　公立共済
四谷ビル
TEL 03-5919-3401
FAX 03-5919-3402
■「松下電器産業㈱パナソニッ
クシステムソリューションズ
社」は、8月18日付にて、事
務所を移転した。
（新住所）〒140-8587東京都品
川区東品川4-12-4 パナソニッ
クタワー7Ｆ（教育システムグル
ープ）
TEL 03-6710-3090
FAX 03-6710-3758

短　信


